
平城宮・京と同箔・異箔の軒瓦

平城宮跡発掘調査部

1992年から1993年にかけて平城宮・京式と同施の軒瓦の調査を行った。いかに概要を記す。

Ａ同箔瓦

①近江膳所廃寺の南５～600ｍの地出土6235Ｂ－－平城宮6235Ｂと同植一一一保良宮の瓦だろう

②河内国分寺及び河内百済寺6663Ｈ－平城薬師寺6663Ｈと同施一国分寺例が古い

③丹波国分寺6236, . 6725A一唐招提寺金堂6236, . 6725Ａと同施一箔・工人の移動

④伊予国分寺63 0 4 , - 大安寺63 0 4 , と同箔一近世・近代に瓦が運ばれたものか

⑤下野薬師寺6682E一興福寺6682E一播磨本町遺跡6682E－播磨溝口廃寺6682Ｅ

⑥下野薬師寺6307新種一一興福寺6307新種一播磨溝口廃寺6307新種－－⑤・⑥は組み合う

⑦壱岐嶋分寺6 2 8 4 A－平城宮6 2 8 4 Ａと同施一施型の移動

③豊前椿市廃寺6 2 8 4 F －平城宮6 2 8 4Ｆと同施一施型の移動

⑨伊勢御麻生蘭廃寺6235Ｂ－平城宮6235Bと同施一一保良宮廃止後箔型が伊勢へ

⑩伊勢長者屋敷6 7 1 9 A一平城宮6 7 1 9 Ａと同値一箔型の移動

⑪河内新堂廃寺6 6 6 7 A－法華寺下鳩6 6 6 7Ａと同箔－１孫犬養橘宿禰三千代の本貫地

⑫河内新堂廃寺6 6 7 1 A一興福寺6 6 7 1Ａと同施

Ｂ異箔瓦（拓本・写其の比較では同箔・異施が判断できず，現物相互の比較で異施と判明）

①信濃国分寺軒丸瓦一一東大寺6 2 3 5 Ａに酷似一工人の移動

②伊賀三田廃寺軒丸瓦一東大寺6 2 3 5 Ａに酷似一一工人の移動

③備前幡多廃寺軒丸瓦一平城宮に6 2 2 5 C 酷似

Ｃ異箔瓦（型式番号だけでなく種まで，その類似した瓦が明確に確定できる。原型に類似）

①信濃国分寺軒平瓦一平城京6 7 3 4 A に類似

②伊賀三田廃寺軒平瓦一東大寺6 7 3 2 E に類似

③美作国府・国分寺・国分尼寺軒丸瓦・軒平瓦一平城宮6 2 2 5 Ｃ・6 6 6 3 Cに類似

④駿河片1 1 1 廃寺軒平瓦一平城宮6 6 6 3 C に類似

⑤備後岡遺跡他軒丸瓦一瀬後谷瓦窯6 3 1 6 新種に類似

C又はＤ①幡多廃寺軒丸瓦２種（6 2 2 5 CかA類似) ②賞田廃寺軒丸瓦（6 2 2 5 AかC類似）

③上総国分寺軒平瓦（6 6 9 1 AかB類似）④本町遺跡軒平瓦（6 7 2 1 C他に類似）

Ｄ異箔瓦（型式番号を設定できるだけの類似点を有するが，極の類似点まで確定できない）

①幡多廃寺・賞田廃寺・片山廃寺軒平瓦（6 6 6 3 類似）②日の出山窯軒平瓦（6 7 2 1 類似）

③播磨本町遺跡軒丸瓦（6 0 1 0 類似）④備後岡遺跡他軒平瓦（6 7 1 0 類似）

Ｅ異箔瓦（型式番号の主要な要素が異なる。どの瓦をイメージしたかが推定できる｡ ）

①片山廃寺・上総国分寺軒丸瓦（6 2 2 5 イメージ）②日の出窯軒丸瓦（6 2 8 2 イメージ）（1 １
( 山崎信二）
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